
理 科
１ 得点分布及び大問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈グラフ〉得点分布
割合 Ｒ３ Ｒ２

得点 ％ ％

１００ ０.０ ０.２

９０～９９ ４.９ ２.９

８０～８９ １０.８ ６.８

７０～７９ １４.４ １４.６

６０～６９ １３.８ １９.２

５０～５９ １５.２ ２２.１

４０～４９ ２０.３ １７.３

３０～３９ １３.５ ８.９

２０～２９ ６.０ ６.０

１０～１９ ０.８ ２.１

１～ ９ ０.２ ０.０

０ ０.０ ０.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した６３０人(15.5％)の結果である。

〈表２〉大問別の正答率の経年比較

大問 主 な 内 容 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

４ ７ 物理的領域 ５７.２ ６０.６ ５７.８ ５６.２ ５７.５

３ ８ 化学的領域 ６７.３ ５２.４ ６５.５ ４６.６ ５４.７

１ ５ 生物的領域 ６６.０ ７５.３ ７９.５ ６９.２ ５６.０

２ ６ 地学的領域 ６８.３ ７４.９ ４７.１ ５２.６ ５６.６

２ 分析結果の概要

合格者の理科の平均点（※）は、56.1点で、昨年度と比べ上昇した（昨年度54.1点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者４，０５５人のものである。

〈表１〉に関して、40点台の人数が全体の20.3％で最も多い（昨年度は、50点台で22.1％）。70点以

上の人数は全体の30.2％で、昨年度に比べ増加した（昨年度24.4％）。40点未満の人数は全体の20.5％で、

昨年度に比べ増加した（昨年度17.0％）。

〈表２〉について、領域別の正答率は、４つの領域ともほぼ同様となった。昨年度との比較では、

物理、化学、地学的領域の正答率が高くなり、生物的領域の正答率が低くなった。

「３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい、正答率」について、正答率80％以上の問題数

は８問で昨年度に比べ増加した（昨年度７問）。正答率40％未満の問題数は８問で昨年度に比べ増加

した（昨年度７問）。正答率が高い問題の多くは、基礎的・基本的な知識・技能を問う問題であり、地

学的領域である２が高かった。正答率が特に低かった問題は、検証実験としてふさわしい実験の方法

と結果を考察し、論述する力をみる問題である５の１(3)や、中和における各イオンの数の変化に関

する思考力をみる問題である８の２であった。その他、気象に関する地学的領域である６の正答率

が総じて低かった。また、１の４(2)、３の２(3)、７の１(2)のように、各領域において計算を要す

る問題も正答率が低かった。
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天気図

露点

３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい、正答率

学年
大問 小 問 ・ 出 題 内 容 ・ ね ら い 正 答 率（％）

領域

１ 2学年 瞳の大きさの調節について理解している。 69.8

２ 2学年 反射について理解している。 75.7

１ ３ 2学年 ヒトの神経系について理解している。 76.4

(1) 2学年 意識して起こる反応について理解している。 60.8
４

(2) 2学年 実験結果から信号が伝わる速さを求めることができる。 20.6

１
(1) 1学年 マグニチュードと震度について理解している。 64.9

(2) 1学年 日本付近のプレートの動きを理解している。 91.7

２ (1) 1学年 砂と泥の堆積の仕方について理解している。 60.5

２ (2) 1学年 示相化石から推定できることを理解し、表現できる。 75.1

(3) 1学年 地層からわかることを情報を基に判断できる。 92.5

(1) 1学年 蒸留に関わる実験操作を理解している。 96.3

１ (2) 1学年 状態変化について理解している。 86.2

(3) 1学年 グラフを基に適切な仮説を立て、表現できる。 63.3
３

(1) 1学年 質量パーセント濃度を求めることができる。 43.5

２ (2) 1学年 結晶について理解している。 68.1

(3) 1学年 再結晶で得られる結晶の量を求めることができる。 27.8

１ 1学年 反射角について理解している。 80.6

２
(1) 1学年 反射による像から元の物体を判断できる。 67.5

４ (2) 1学年 反射における光の道すじについて表現できる。 55.6

(1) 1学年 実験結果から、入射角・屈折角の特徴を判断できる。58.6
３

(2) 1学年 光の屈折について理解し、適切な図を判断できる。 48.7

(1) 3学年 優性の法則について理解している。 59.9

１
(2) 3学年 遺伝子の伝わり方について理解している。 81.0

５ (3) 3学年
遺伝子の伝わり方を検証するための適切な実験と結

31.8果を判断し、表現できる。

(1) 3学年 減数分裂について理解している。 68.3

２
(2) 3学年 生殖・発生における遺伝子の伝わり方や染色体数に 54.9

ついて判断できる。

１

2学年 気象要素からふさわしい天気図を判断できる。 32.1

2学年 露点を求めることができる。 43.2
６

(2) 2学年 日本の季節に見られる特徴的な天気図を理解している。 16.2

２ 2学年 日本付近の気団の特徴について理解している。 49.0

(1) 2学年 回路と電流の強さの関係について理解している。 84.6
１

(2) 2学年 各回路の特徴を理解し、電力を求めることができる。 33.0
７

２ 2学年 並列回路やオームの法則について理解している。 64.4

３ 3学年 エネルギーの変換について理解し、表現できる。 44.0

１ 3学年 ＢＴＢ溶液の特徴について理解している。 87.0

８
２

(1) 3学年 中和におけるＮａ＋の数の変化を判断できる。 35.9

(2) 3学年 中和における各イオンの数の変化を判断し、表現できる。 30.7
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４ ３ （物理的領域）

＜標準解答＞

エ

８ ２ （化学的領域）

＜標準解答＞
（例）

水酸化物イオンと結合
して水になっている

４ 特徴的な問題

＜ねらい＞

この問題は、実験結果を基に、光の入射角や反射角の特徴や関係性について分析・解釈する科学

的な思考力をみる問題である。

＜分析＞

正答率は58.6％であった。課題としては、既習事項と実験結果を関連付けて考察することができ

ていないことなどが考えられる。

＜提案＞

授業では、教科書に記載されている事項をそのまま学習するだけではなく、日常生活に当てはめ

て考察したり、１つの現象に関して、特徴や原因などについて周囲と意見交換を行い、多様な考え

方に触れたりするような学習活動を行うなどの工夫も必要である。

＜ねらい＞

この問題は、中和の実験結果を基に、中和におけるイオンの数の変化について与えられた情報を

踏まえて分析し、適切に表現するなどの科学的な思考力や表現力をみる問題である。

＜分析＞

正答率は30.7％であった。課題としては、知識として有していることを実験の結果に適用するこ

とができていないことや、問題文やグラフを適切に解釈できていないこと、自分の考えを表現する

力が身に付いていないことなどが考えられる。

＜提案＞

授業では、観察・実験から得られた結果と既習事項を結びつけ、理解を深めて体系化する中で、

自分の考えを適切な図や表、グラフで表現し、周囲と意見交換するような学習活動を行うなどの工

夫も必要である。
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５ １ （生物的領域）

＜標準解答＞

（例）

６ １ （地学的領域）

＜標準解答＞

天気図…Ｃ

露 点…24℃

＜ねらい＞

この問題は、エンドウを利用した実験を素材として、検証実験としてふさわしい実験方法の設

定を、結果を予測しながら行うなどの科学的な思考力や論述する力をみる問題である。

＜分析＞

正答率は31.8％であった。課題としては、遺伝子や遺伝の法則に関する知識を活用できていない

ことや、読解力・表現力が身に付いていないことなどが考えられる。

＜提案＞

授業では、自分の意見を伝えたり、他者の意見について考察したりする機会をつくることで、根

拠に基づいた考察と表現力が身に付くような学習活動を行うなどの工夫も必要である。

＜ねらい＞

この問題は、天気図や観測結果から必要な情報を読み取り、適切な計算を行う技能や分析して

解釈するなどの科学的な思考力をみる問題である。

＜分析＞

正答率は、天気図が32.1％、露点が43.2％であった。課題としては、必要な情報を資料から読み

取れていないことや、天気図の特徴をつかめていないこと、計算方法が理解できていないことなど

が考えられる。

＜提案＞

授業では、毎日の気象や天気図のような身近にある話題を取り上げながら、必要な情報を読み取り、

適切に処理できるよう個人やグループでの活動を交え、正確な分析の方法を身に付けられるような学

習活動を行うなどの工夫も必要である。

（選んだ種子を育てたものを，）
しわのある種子をまいて育てたも
のとかけ合わせて，できた子には
すべて丸い種子が現れればよい。
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